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 〈作品〉 尾形光琳筆「四季草花図巻」（個人蔵）の模写 
 〈演奏〉  
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 宮迴 正明 
（論文第１副査） 東京藝術大学 客員教授 （） 有賀 祥隆 
（作品第１副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 荒井 経 
（副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 木島 康隆 
（副査） 東京藝術大学 非常勤講師 （） 國司 華子 
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  


























































































































    
 
何でもありの願望の文化に変容していく。その代表的な例が、琳派である。今までは如何に忠実に模倣
していくかという点に重点が置かれているのに対し、二つと同じものができない絵画へと芸術の価値を
変容させていく。 
その実例が、宗達の作品を光琳が同じ形で写していく。しかしながら、同じ形でありながら、出来上
がった作品は独自の作品に仕上がっていく。そこには技術を超越した偶然性の力に着目した光琳の芸術
性がある。今まで多くの研究者がたらしこみという技法に挑戦してきたが、明確な結論を出せなかった
理由は、たらしこみを技法として捉えたところにある。 
今回の博士論文を書く上で沢山の実証を試みた。使われている和紙を変え、墨を変え、下に引いてあ
る金泥を変え、ありとあらゆる可能性に挑戦し続けた。その結果、逆に全く同じものを模写する事がた
らしこみにおいては不可能である事に気付いた。同じものを二枚と作り出せないのが欠点でもあり、ま
たそれが大いなる魅力でもある点に気づかされた。そこで、無作為の中の作為の美ということを実感し
た。たらしこみは偶然がもたらす現象を活用するものであり、人為的に制作できない部分が芸術の中に
はあり、それが美の原点である事をたらしこみという行為を使い実証して見せた。今まで誰もが正面か
ら挑戦し、結論を導き出せなかったたらしこみという技法の価値を、証明してみせた今回の研究成果は、
高く評価できるものである。 
 
